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日本エステティック振興協議会の構成団体※では、消費者がエステ

ティックサロンにおいて「安全」「安心」で良質なサービスを受ける

ことができるように、消費者およびエステティックサロンをサポートする

相談・問い合わせ窓口を設けています。

◆ 日本エステティック業協会 ＡＥＡエステティック相談センター

　 受付：月曜日・水曜日・金曜日（祝祭日、年末年始を除く）

　 午後１２時３０分～５時

ＴＥＬ：０３-５２１２-８８０５ ／ ＦＡＸ：０３-５２１２-８８０６

◆ 日本エステティック協会　お客様サポートセンター

　 受付： 月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始を除く）

午前９時～午後５時

ＴＥＬ：０１２０-９１５-４６７（フリーダイヤル）

◆ 日本エステティック工業会 美容ライト脱毛相談室

　 受付： 月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始を除く）

午前９時～午後５時

ＴＥＬ：０１２０-１５８-３１０（フリーダイヤル）

※ 一般社団法人日本エステティック振興協議会の構成団体は、 一般社団法人日本エステティック協会（AJESTHE）
　 一般社団法人日本エステティック業協会（AEA）、一般社団法人日本エステティック工業会（JEIA）で構成されています。

一般社団法人 日本エステティック振興協議会
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はじめに

　エステティックにおける美容脱毛とは、スキンケアの一環として美容上好ましくない毛

（むだ毛）を取り除くことであり、世界中のエステティシャンによって行なわれています。

過去においてはワックス脱毛が主流でしたが、テクノロジーの進歩により、美容電気脱毛、

そして近年には美容ライト脱毛と次 と々新しい方法が開発・導入され現在に至っています。

　この間、我が国においては平成１３年１１月８日に厚生労働省から「レーザー光線

又はその他の強力なエネルギーを有する光線を毛根部分に照射し、毛乳頭、皮脂腺

開口部等を破壊する行為は医行為」とする内容の通知が出されました。従いまして、

エステティックで行う美容ライト脱毛は、この通知に抵触しない範囲で安全に実施され

なければなりません。

　日本エステティック振興協議会では、消費者の安全・安心の確保を目指し「エステ

ティック業統一自主基準」に含まれない事項について、新たに「美容ライト脱毛自主

基準」を策定致しました。

　エステティックサロン経営者、エステティシャン並びに機器製造販売事業者、或いは

輸入販売事業者（以下「エステティック業界」という）は、上記の通知に抵触しない

ことを必須条件としてこの自主基準を遵守し、美容ライト脱毛を安全且つ適切に実施

するよう努めなければなりません。



2 3

目　　次

はじめに

用語の定義

　美容ライト脱毛の定義

　認定美容ライト脱毛エステティシャンの定義

Ⅰ．関連法規等の遵守

Ⅱ．営業に関する基準

Ⅲ．広告に関する基準

Ⅳ．基本業務に関する基準

Ⅴ．衛生管理に関する基準

Ⅵ．認定美容ライト脱毛エステティシャンの教育に関する基準

Ⅶ．美容ライト脱毛機器使用に関する基準

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.５/６

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.７

・・・・・　P.７

・・・・・・・・・・・・・・　P.７

はじめに

　エステティックにおける美容脱毛とは、スキンケアの一環として美容上好ましくない毛

（むだ毛）を取り除くことであり、世界中のエステティシャンによって行なわれています。

過去においてはワックス脱毛が主流でしたが、テクノロジーの進歩により、美容電気脱毛、

そして近年には美容ライト脱毛と次 と々新しい方法が開発・導入され現在に至っています。

　この間、我が国においては平成１３年１１月８日に厚生労働省から「レーザー光線

又はその他の強力なエネルギーを有する光線を毛根部分に照射し、毛乳頭、皮脂腺

開口部等を破壊する行為は医行為」とする内容の通知が出されました。従いまして、

エステティックで行う美容ライト脱毛は、この通知に抵触しない範囲で安全に実施され

なければなりません。

　日本エステティック振興協議会では、消費者の安全・安心の確保を目指し「エステ

ティック業統一自主基準」に含まれない事項について、新たに「美容ライト脱毛自主

基準」を策定致しました。

　エステティックサロン経営者、エステティシャン並びに機器製造販売事業者、或いは

輸入販売事業者（以下「エステティック業界」という）は、上記の通知に抵触しない

ことを必須条件としてこの自主基準を遵守し、美容ライト脱毛を安全且つ適切に実施

するよう努めなければなりません。



4 5

用語の定義

　● 美容ライト脱毛の定義

　　美容ライト脱毛とは、除毛・減毛を目的に皮膚に負担を与えず毛の幹細胞を

　　破壊しない範囲で、エステティックサロンで行われる光脱毛をいう。

　● 認定美容ライト脱毛エステティシャンの定義

　　認定美容ライト脱毛エステティシャンとは、日本エステティック振興協議会が

　　認めるエステティシャンの資格を有する者で、日本エステティック振興協議会

　　が実施する「認定美容ライト脱毛技術者講習会」の認定試験に合格・登録し、

　　同協議会が発行する「エステティック業統一自主基準」及び「美容ライト脱毛

　　自主基準」に従って美容ライト脱毛を行う者をいう。

Ⅱ．営業に関する基準

　美容ライト脱毛に関する営業は、「エステティック業統一自主基準」及び下記の

項目を遵守するものとする。

１．美容ライト脱毛サービスの提供にあたっては、消費者の希望、予定等を確認

　　した上で、消費者に正しい情報提供、及び説明を十分に行わなければならない。

Ⅰ．関連法規等の遵守

　エステティックを行うサロンおよびエステティシャンは、一般社団法人日本エステ

ティック振興協議会（以下、振興協議会という）の『エステティック業統一自主基準』

に定められている各種条項および契約履行等に関わる事項を遵守する。

　そのトリートメントは平成 13 年 11 月 8 日付厚生労働省医事課長通知（医政

医発第 105 号）「レーザー光線又はその他の強力なエネルギーを有する光線を毛根

部分に照射し、毛乳頭、皮脂腺開口部等を破壊する行為は医行為」とする内容に

抵触しない範囲で安全に行われなければならない。

Ⅳ．基本業務に関する基準

１．美容ライト脱毛のトリートメントは、認定美容ライト脱毛エステティシャンが

　　行わなければならない。

２．安全管理

　　①エステティックサロンには、美容ライト脱毛安全管理責任者を置かなければなら

　　　 ない。安全管理責任者は、認定美容ライト脱毛エステティシャンから選定する。

Ⅲ．広告に関する基準

　美容ライト脱毛に関する広告表示については、「エステティック業統一自主基準」

および「エステティックの広告表記に関するガイドライン」の定めに沿った内容とする。

２．美容ライト脱毛を行う者は、消費者の安全を確保するために消費者の健康状態、

　　肌質、毛質に関する事項を把握し記録しなければならない。

３．「セルフ脱毛」は危険が伴うため行わない。

　　　４．未成年者の脱毛トリートメントは、親権者の同意を得てから行う。

５．美容ライト脱毛機器は、日本エステティック振興協議会「美容ライト機器適合

　　審査制度」に適合した機器を使用する。

６．中古機器を導入する場合、正規の製造販売事業者或いは輸入販売事業者の品質

　　確認、メンテナンスサービス、講習会、部品供給などについて評価・確認する

　　ことが望ましい。

７．エステティックサロンは、消費者からの相談を受け付ける専用の窓口（担当者）

　　を設けなければならない。また、各地方自治体の消費生活センター、および

　　後に記載する振興協議会構成団体の各相談窓口の担当者による求めに応じた

　　調査・確認の要請対応に協力しなければならない。

　　② 安全管理責任者は、下記の「機器の日常点検と定期点検」に従い、機器の

　　　 点検を行う。

機器の日常点検：

　１） 本体と電源コード、トリートメントヘッド・フットスイッチが正しく接続されていることの確認。

　　　また、亀裂・破損などの有無の確認。特にガラス・フィルターに亀裂や破損を確認する。

　２）本体が正常に起動また、各出力等の設定が正常に行われているかを確認する。

　３）緊急停止ボタンが正常に作動することを確認する。

　４）機器製造販売事業者、或いは輸入販売事業者（以下、製造事業者という）の

　　　指定するショット数の上限を超えて照射されていないかを確認する。

定期点検：

　１）点検時期：製造事業者の規定する期間ごとに必ず点検を受ける。

　２）消耗品交換：製造事業者の規定する時期に基づいて交換、点検を受ける。

　　　なお、消耗部品は製造事業者の純正部品を必ず使用する。

　　③ 安全管理責任者は、下記の「機器の使用環境と安全管理上の注意事項、及び

　　　 トリートメントルームにおいての注意事項」に従い、安全を確保する。

機器の使用環境：

　機器の使用環境は、製造事業者の規定する範囲とする。

安全管理上の遵守事項：

１）光線を直視しない　２）ノイズ・静電気に注意する　３）分解・改造等をしない

トリートメントルームにおいての注意事項：

　１）機器を使用するトリートメントルームの入口には、ライトトリートメントルーム

　　　として警告標識を掲示する。また「機器使用中」の掲示を明確に行なう。

　２）トリートメントルームの設備は以下のとおりとする。
　　　ａ）遮光のためカーテンまたはパーテーションを設備する。
　　　ｂ）カーテンは遮光性があり、天井吊り下げ式とし簡易個室機能を有するものとする。
　　　ｃ） パーテーションは遮光性があり、高さ180cm以上で且つ固定ができる簡易個室機能を
　　　　 有するものとする。
　　　ｄ） トリートメントを行なう部屋に窓がある場合、トリートメントの際には窓を閉め、プラス
　　　　　チック製等のブラインド（無反射性能を有した物）又は、遮光性のある不燃性のカーテン
　　　　　を使用する。（のぞき込んだ人に対する安全確保のため）
　　　ｅ）キースイッチが付いている機器の鍵は、所定の保管場所を設け、トリートメント中以外は、
　　　　 保管場所において保管する。
　　　ｆ）脱毛トリートメント室の照度は300ルクス以上（一般の事務所の照度が目安）を保持する。
　　　ｇ）使用する機器の付属品や部品は、製造事業者の純正品を使用する。
　　　ｈ）トリートメントルームには、水廻りがない事が望ましい。水廻りが設置されている場合は、
　　　　  なるべく離れた場所に美容ライト脱毛機器を設置する。

④ トリートメント中、室内にいる全員が製造事業者推奨の専用保護メガネを装着する。

　　⑤ 美容ライト脱毛機器及び設備は、製造事業者が指定する方法・用途でのみ

　 　　使用するものとし、指定外の使用を行わない。

セルフ脱毛とは、エステティックサロンにおいて、消費者に業務用美容ライト脱毛機器の取扱方法とトリートメント方法を教え、
消費者自身でトリートメントを行わせる商行為をいう。
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定期点検：

　１）点検時期：製造事業者の規定する期間ごとに必ず点検を受ける。

　２）消耗品交換：製造事業者の規定する時期に基づいて交換、点検を受ける。

　　　なお、消耗部品は製造事業者の純正部品を必ず使用する。

　　③ 安全管理責任者は、下記の「機器の使用環境と安全管理上の注意事項、及び

　　　 トリートメントルームにおいての注意事項」に従い、安全を確保する。

機器の使用環境：

　機器の使用環境は、製造事業者の規定する範囲とする。

安全管理上の遵守事項：

１）光線を直視しない　２）ノイズ・静電気に注意する　３）分解・改造等をしない

トリートメントルームにおいての注意事項：

　１）機器を使用するトリートメントルームの入口には、ライトトリートメントルーム

　　　として警告標識を掲示する。また「機器使用中」の掲示を明確に行なう。

　２）トリートメントルームの設備は以下のとおりとする。
　　　ａ）遮光のためカーテンまたはパーテーションを設備する。
　　　ｂ）カーテンは遮光性があり、天井吊り下げ式とし簡易個室機能を有するものとする。
　　　ｃ） パーテーションは遮光性があり、高さ180cm以上で且つ固定ができる簡易個室機能を
　　　　 有するものとする。
　　　ｄ） トリートメントを行なう部屋に窓がある場合、トリートメントの際には窓を閉め、プラス
　　　　　チック製等のブラインド（無反射性能を有した物）又は、遮光性のある不燃性のカーテン
　　　　　を使用する。（のぞき込んだ人に対する安全確保のため）
　　　ｅ）キースイッチが付いている機器の鍵は、所定の保管場所を設け、トリートメント中以外は、
　　　　 保管場所において保管する。
　　　ｆ）脱毛トリートメント室の照度は300ルクス以上（一般の事務所の照度が目安）を保持する。
　　　ｇ）使用する機器の付属品や部品は、製造事業者の純正品を使用する。
　　　ｈ）トリートメントルームには、水廻りがない事が望ましい。水廻りが設置されている場合は、
　　　　  なるべく離れた場所に美容ライト脱毛機器を設置する。

④ トリートメント中、室内にいる全員が製造事業者推奨の専用保護メガネを装着する。

　　⑤ 美容ライト脱毛機器及び設備は、製造事業者が指定する方法・用途でのみ

　 　　使用するものとし、指定外の使用を行わない。

セルフ脱毛とは、エステティックサロンにおいて、消費者に業務用美容ライト脱毛機器の取扱方法とトリートメント方法を教え、
消費者自身でトリートメントを行わせる商行為をいう。
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Ⅳ．基本業務に関する基準

１．美容ライト脱毛のトリートメントは、認定美容ライト脱毛エステティシャンが

　　行わなければならない。

２．安全管理

　　①エステティックサロンには、美容ライト脱毛安全管理責任者を置かなければなら

　　　 ない。安全管理責任者は、認定美容ライト脱毛エステティシャンから選定する。

Ⅶ．美容ライト機器使用に関する基準

　美容ライト脱毛を行う者は、「美容ライト機器適合審査制度」に適合した機器を

使用することとする。また、美容ライト脱毛関連設備、機器の使用、メンテナンス

について知識を持たなければならない。

１．美容ライト機器、設備は、製造事業者の指示、仕様、安全のための必要事項に

　　従って使用する。

２．美容ライト機器は、製造事業者が指定する用途で使用する。

３．美容ライト機器の故障につながる要因を把握しておく。

４．美容ライト機器の異常を速やかに確認する。

５．メンテナンスは、製造事業者に依頼する。

Ⅴ．衛生管理に関する基準

公益財団法人日本エステティック研究財団の「エステティック営業施設の自主衛生

基準」に準じ、施設・設備・機器・備品等の清掃・洗浄・消毒を励行して衛生の維持・

向上を図り、全ての消費者及び美容ライト脱毛を行う者の安全と健康の確保に努める。

Ⅵ. 認定美容ライト脱毛エステティシャンの教育に関する基準

　美容ライト脱毛を行う者は、下記の条件を満たし十分な知識と技術を習得した

上で、美容ライト脱毛トリートメントを適正に行う。

１．日本エステティック振興協議会が主催する「美容ライト脱毛安全講習会」を

　　受講し、試験に合格すること。

２．日本エステティック振興協議会が主催する「認定美容ライト脱毛技術者講習会」

　　を受講し、認定試験に合格すること。 

３．日本エステティック振興協議会が別途内規で定めるエステティシャンの資格

　　を有し、上記１、２の条件を満たす者は、登録申請を行い「認定美容ライト

　　脱毛エステティシャン」資格を取得すること。

　　② 安全管理責任者は、下記の「機器の日常点検と定期点検」に従い、機器の

　　　 点検を行う。

機器の日常点検：

　１） 本体と電源コード、トリートメントヘッド・フットスイッチが正しく接続されていることの確認。

　　　また、亀裂・破損などの有無の確認。特にガラス・フィルターに亀裂や破損を確認する。

　２）本体が正常に起動また、各出力等の設定が正常に行われているかを確認する。

　３）緊急停止ボタンが正常に作動することを確認する。
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